
（妙高チャレンジ事業） 

 

事 業 計 画 書 

（１）事業計画の概要 

項目 内容 

１ 団体名 
関温泉組合 

２ 事業名 
妙高修験道トレッキング 

かつて修験者（山伏）が歩いた参詣古道を新しいカタチで再生する  

３ 事業の目的 

※現在の課題・問題
点・目的を記載して
ください。 

妙高市は2024年に全地域が過疎地域に指定され、高齢化や人口減少が

進んでおり、特に関山地区は深刻な状況である。昭和・平成の時代に

は、スキーや登山客で栄えた「関温泉」は、観光入込数の低迷や後継

者不足から廃業・売却を余儀なくされる旅館が後を絶たない。 

 

また歴史を紐解くと、関山地区はかつて山岳信仰が栄え、多くの修験

者（山伏）が山籠もり修行のために「関山神社～関温泉～妙高山」を

往来した。江戸時代にはその姿は見られなくなったが、村人たちが山

伏に扮して登山を楽しむ習慣や、地域の大祭・神事を支える「仮山

伏」の文化が生まれた。この文化が現存するのは全国でも関山地区が

唯一であり、強い独自性とコンテンツ力を秘めている。 

 

昨今急増するインバウンド層や国内旅行者において、修験道などの歴

史コンテンツや、トレッキングといった自然体験は需要が高い。「仮

山伏」をテーマとしたトレッキングプログラム開発により、新たな観

光資源・産業を創出し、地域に新たな人の流れと活気を生み出した

い。 

４ 事業期間  補助金交付決定通知の日～令和 7年 3月 31日 

５ 補助対象事業区分 

※該当するものに■印 
を付けてください 

 ■ 市民や地域が抱える課題を解決するための事業 

 ■ 地域コミュニティの活性化を図るための事業 

 ■ 地域の特色を活かし、その魅力を高めるための事業 

 □ 前３号の事業を実施するための計画策定 

 □ その他補助することが適当と認められる事業 



（妙高チャレンジ事業） 

 

 

６ 事業の概要 
※事業全体の概要と
「３ 事業の目的」に
記載された、課題・問
題点を解決するための
方法を記述してくださ
い 

・修験者（山伏）が歩いた参詣古道を新しいカタチで再生する 

（１）かつて修験者（山伏）が歩いた参詣古道ルートの調査 

（２）コース整備 

（３）テストツアー開催（10月予定） 

（４）ツアーパッケージ化や、教育機関との連携検討など 

・上記取り組みにより、地域内外の人材をつなげ活性化をはかる 

７ 期待する効果 

・関温泉ならびに周辺地区の宿泊者数の増加 

→インバウンド層／国内高感度層などの高単価顧客の開拓 

→来訪者のファン化／リピート客の確保 

→年間で特に客数が減少する、グリーンシーズン対策 

・メディア取り上げ＆情報発信による、妙高の知名度の向上 

・教育機関との連携による、地域を支える人材育成 

・地域住民のシビックプライド（地域への誇り）の醸成 



（妙高チャレンジ事業） 

（２）事業内容 

事業年度 事業内容（できるだけ詳細に記入してください） 

2024年度 

●有識者ヒアリングや現地踏査による、参詣古道ルートの調査 

参拝場所とされる巨石・滝・御堂などをヒントに、学識専門家や地域住民とと

もに歴史を紐解きながら、かつて修験者（山伏）が歩いたとされるルートを特

定し現地踏査を行う。 

●コース整備 

トレッキングを行う上で一部区間は、草木が多い茂り通行が困難な箇所がある

ため、地元自治会やボランティア団体にて、草刈りや地面の整備を行う。 

●テストツアー開催 

地元関係者／アウトドア専門家／メディア関係者など、参加者を限定したテス

トツアーを開催。改善すべき点や施策アイデアを洗い出し、次年度以降の本格

展開にむけた道筋をつける。またメディアに同行取材を要請し情報発信。妙高

の認知拡大とサポーター集めにつなげる。 

2025年度 

●ツアーパッケージ化～本格展開 

テストツアーを踏まえて、演出方法やコース設定等の改良。ツアーパッケージ

化し本格的に集客を行う（関温泉の宿泊ともセットにした販売も検討） 

●シンポジウム・ワークショップ開催 

「妙高修験道トレッキング」の実施報告、外部専門家による講演～パネルディ

スカッションなど。その他、一般参加者を含むワークショップにて、改善点や

新たなアイデアを議論～提案する。 

2026年度 

●教育機関との連携プログラム開発 

地元教育機関（例：国際アウトドア専門学校、地元小中学校など）と連携し、

コース開発ワークショップ・ガイド育成・地域文化教育などのプログラムを開

発する。 

 



（妙高チャレンジ事業） 

（３）事業スケジュール(申請年度のスケジュール) 

年月 事業内容 備考 

 令和6年3-4月 

・妙高修験道トレッキングの全体構想の検討 

・推進における必要人材への協力要請 

 

令和6年5-7月 

・かつての参詣古道のルートを特定する調査 

→有識者へのヒアリング 

→文献調査 

→現地踏査 

 

 令和6年8月 

・テストツアー開催（10月予定）に向けた準備 

→コース設定、整備が必要な区間の特定 

→企画・演出の検討 

→運営体制の調整 

 

  令和6年9月   

・参加者配布用のMAP制作 

・テストツアー（10月）の告知 

→招待者へのご案内 

 →メディアへの取材依頼 

 

 令和6年10月 

・コース整備（一部区間の草刈りなど） 

・テストツアー実施（参加者限定によるイベント） 

・参加者へのアンケート、ヒアリング 

補助金は「テストツ

アー開催」に活用さ

せていただく想定で

す 

令和6年11～12月 

・運営メンバーによる振り返り・改善会議 

→企画演出方法の改良 

→ツアーパッケージ化への体制づくり 

 

 令和7年1～2月 

・次年度活動計画の検討 

・今年度活動の実績報告書まとめ 

 

   年  月 

  

※申請年度のみのスケジュールを記入してください。



（妙高チャレンジ事業） 

別記様式第３号（第５条関係） 

 

収 支 予 算 書 

 

団体名  関温泉組合                   

事業名  妙高修験道トレッキング（参詣古道を新しいカタチで再生する）              

１．収入                               （単位：円） 

項 目 金 額 積 算 

自

主 

 寄付金       50,000  活動協力者より 

小  計       50,000   

参加費・収益等ⓑ      20,000 
 参加費 2,000 円×10 名=20,000 円 

（講師・招待ゲストを除く） 

市補助金交付申請額    100,000 

（補助対象経費ⓐ：150,000 円－参加費・収益等

ⓑ：20,000 円）×補助率=104,000 円 

※上限 100,000 円 

合  計      170,000   

 

２．支出                               （単位：円） 

項 目 金 額 積 算 

補
助
対
象
経
費 

 報酬費         5,000  宮司謝金 5,000 円／回×1 名=5,000 円 

 報酬費       40,000  講師謝金 20,000 円／回×2 名=40,000 円 

旅費       20,000 
講師 1 名（東京⇔妙高） 

交通費：20,000 円／往復×1 回=20,000 円 

使用料及び 

賃借料 
      40,000 

 トレッキングの一部区間にて参加者を 

搬送する「バス」を手配する 

40,000 円×1 台=40,000 円 

 消耗品費        5,000  事務用品 5,000 円 

 印刷費        3,000  配布用資料 印刷費 3,000 円 

 保険料        7,000  イベント保険 7,000 円 

 委託料       30,000  配布用コース MAP デザイン委託料 30,000 円 

小  計ⓐ      150,000   

補
助
対
象
外
経
費 

 食糧費       20,000 
 参加者の飲食代（弁当・お茶など） 

  1,000 円×20 名=20,000 円 

   

小  計       20,000   

合  計      170,000   



（妙高チャレンジ事業） 

別記様式第４号（第５条関係）    団体に関する調書 

団体名 関温泉組合 

設立目的 

関温泉地区内において経営する、すべての旅館業等の健全な営業と地

域内観光資源の保護と活用により観光振興を図り、もって地域産業の

発展に寄与すること。 

発足年月日 明治19年（詳細は不明） 

主な活動場所 

（該当に■印） 
□妙高市全域  □新井地域  □妙高高原地域  ■妙高地域 

代表者 

氏名 笹川勇介 

住所 新潟県妙高市大字関山6087-12 

電話番号 0255-82-2312 

メールアドレス info@u-hatsune.com 

事業責任者 

(問い合わせ先) 

氏名 同上 

住所 同上 

電話番号 同上 

メールアドレス 同上 

構成員数 11名（内、妙高市民  9名） 

構成員 

※５名を超える場合

は別途名簿を添付

してください。 

役職 氏名 妙高市との関わり 

組合長 笹川勇介 
 ■在住 □勤務 

□その他（     ） 

副組合長 久保俊輔 
 ■在住 □勤務 

□その他（     ） 

副組合長 髙崎修 
 ■在住 □勤務 

□その他（     ） 

会計 霜鳥敏 
 ■在住 □勤務 

□その他（     ） 

  
 □在住 □勤務 

□その他（     ） 

過去１年間の活動実績 

※過去１年間の主な 

活動実績を記入し 

てください。 

時期 事業内容 

通年 

5月～10月 

11月～12月 

3月 

役員会、定時総会（1回）、意見交換会（5回） 

宝蔵院御膳の旅館での販売（3軒） 

地熱連絡会 

関温泉スキーカーニバル 

直近の決算 

※但し、設立１年未 

満の場合のみ予算 

前々年度 
収入 5,743,507円 補助金の有無（□有 ■無） 

支出 5,668,788円 

前年度 
収入  5,531,385円 補助金の有無（□有 ■無） 

支出  5,321,319円 

申請事業への他の補

助金・助成金の有無 

無・有又は申請中  ※該当するものに○をつけてください。 

(名称：なし            ) 

(金額：            千円) 

※設立趣意書、定款、会則、活動状況が分かる資料、会員名簿等を添付してください。 


